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ネコカリシウイルス、ヒトインフルエンザウイウルス、麻疹ウイルス、イヌジステンパー

ウイルス、ヒトヘルペスウイルス、ヒトアデノウイルス、イヌアデノウイルスおよびイヌ

パルボウイルスに対する二酸化塩素ガス溶存液および次亜塩素酸ナトリウムの抗ウイルス

活性について検討を行った。その結果、二酸化塩素ガス溶存液では 1－100ppm の濃度で 15

秒間感作するにより 99.9％あるいはそれ以上ウイルスを不活化した。二酸化塩素ガス溶存

液の抗ウイルス活性は次亜塩素酸ナトリウムに比べて 10 倍程度高かった。 

 


